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第3回  
奈良中心市街地公共交通活性化協議会  

【前回のおさらい】

平成23年1月17日
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1.公共交通総合連携計画の基本理念

奈良中心市街地

：奈良中心市街地は、世界遺産「古都奈良の文化財」をはじめとする重要な史跡・文化財が数多く点在

：年間1400万人の観光客が来訪、平城遷都1300年祭を契機に更なる増加が想定

奈良中心市街地

：奈良中心市街地は、世界遺産「古都奈良の文化財」をはじめとする重要な史跡・文化財が数多く点在

：年間1400万人の観光客が来訪、平城遷都1300年祭を契機に更なる増加が想定

観光交通の増加から交通渋滞や環境悪化などの問題が深刻化観光交通の増加から交通渋滞や環境悪化などの問題が深刻化

環境負荷の小さい交通体系の構築が必要環境負荷の小さい交通体系の構築が必要

地域に親しまれ、観光客に好まれる、公共交通網の構築による地域活性化の実現地域に親しまれ、観光客に好まれる、公共交通網の構築による地域活性化の実現

地域の快適性向上と活性化
観光客の満足度の向上

世界遺産など奈良の文化財や自然環境の保護

基本理念（案）
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渋滞対策
（来訪交通対策）

渋滞対策
（来訪交通対策）

現段階で確認できている公共交通に関わる交通課題

●第2回協議会開催段階で確認できている公共交通に関わる交通課題

○公共交通利用環境の向上○公共交通利用環境の向上
●公共交通からP&Rへの  
転換の発生  

●公共交通からP&Rへの  
転換の発生

周遊観光周遊観光

○観光バスの需要調整○観光バスの需要調整
●観光バスの駐車待ち、  
駐車場出入による渋滞  
の発生  

●観光バスの駐車待ち、  
駐車場出入による渋滞  
の発生

事象 課題

●公共交通利用者の低い  
満足度  

●公共交通利用者の低い  
満足度

●南方向における渋滞の  
発生  

●南方向における渋滞の  
発生

○自動車来訪者に対するP&R  
駐車場利用の促進  

○自動車来訪者に対するP&R  
駐車場利用の促進

○公共交通利用者の満足度向  
上  

○公共交通利用者の満足度向  
上

○南方向における流入抑制○南方向における流入抑制

●公共交通利用者の周遊  
バス利用の少なさ  

●公共交通利用者の周遊  
バス利用の少なさ

○来訪交通（公共交通）と周遊  
交通の乗継利便性の向上  

○来訪交通（公共交通）と周遊  
交通の乗継利便性の向上

●平城宮跡の国営公園化  
により中心市街地のま  
ちの“つくり”が変化  

●平城宮跡の国営公園化  
により中心市街地のま  
ちの“つくり”が変化

○まちの“つくり”の変化に対応  
した周遊環境の創出  

○まちの“つくり”の変化に対応  
した周遊環境の創出

エ
リ
ア
1

エ
リ
ア
2

対応策（案）

効果的な広報  等効果的な広報  等

南側でのP&R実施南側でのP&R実施

観光バスに対する

駐車場予約制導入

観光バスに対する

駐車場予約制導入

調査により課題の分  
析が必要  
調査により課題の分  
析が必要

調査により課題の分  
析が必要  
調査により課題の分  
析が必要

調査により課題の分  
析が必要  
調査により課題の分  
析が必要

調査により課題の分  
析が必要  
調査により課題の分  
析が必要

まちのつくりが変化した状況  
下における周遊状況の把握  
が必要  

まちのつくりが変化した状況  
下における周遊状況の把握  
が必要

2.  第2回協議会のおさらい

資料2 p.4－p.6資料2 p.4－p.6

資料2 p.11資料2 p.11

資料2 p.13資料2 p.13

資料2 p.7－p.10資料2 p.7－p.10

資料2 p.3－p.6資料2 p.3－p.6

資料2 p.14－p.15資料2 p.14－p.15

資料2 p.17－p.23資料2 p.17－p.23

資料

課題分析済み⇒対応策（案）の抽出 調査により課題の分析⇒対応策（案）の抽出

※H22秋に周遊バス運行未実施
H23に周遊バス運行⇒調査・分析
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現況把握

既往調査の整理 調査の実施

奈良中心市街地が抱える
公共交通に関わる交通課題の抽出

施策（案）の抽出

計画目標の設定

公共交通活性化に向けた役割に関する考え方の明確化

実施主体・事業スケジュールの検討

計画（案）の検討

計画策定

流れ 検討項目

＜日常交通＞＜観光目的交通＞

3. 公共交通連携計画策定までの流れと第3回協議会での検討項目

資料3資料3
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●計画目標の設定  ●公共交通活性化に向けた役割に関する考え方の明確化

●実施主体・事業スケジュールの検討  ●計画（案）の検討

●計画目標の設定  ●公共交通活性化に向けた役割に関する考え方の明確化

●実施主体・事業スケジュールの検討  ●計画（案）の検討

4.  今後の予定

第4回協議会の議題（案）_H23.2開催予定

今後の予定

項目 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

活性化協議会
●

（第3回）
●

（第4回）
●

（第5回）

現況把握
●

観光調査

●

事業者調査

奈良中心市街地が抱える
交通課題の抽出

公共交通連携計画の基本方針

施策（案）の抽出

計画目標の設定

公共交通活性化に向けた
役割に関する考え方の明確化

実施主体・事業スケジュールの検討

計画（案）の検討

計画策定

1300年祭フェア

実証事業（企画切符販売）

秋期フェア

（10/9～11/7）
夏期フェア

（8/20～8/27）
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